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温室効果ガス排出量25%削減を第4次長期経営計画に盛り込み、
地球温暖化防止に取り組んでいます。

地球温暖化防止活動

温室効果ガス排出量を４３．６１％削減

第５次長期経営計画

　２０１０年４月～２０１3年３月を計画期間とする「第４次長期経営計画」では、温室効果ガス排出量の削減目標２５％（３年平均の削減率、
２００６年度比）に対して、４３．６１％の削減を達成しました。排出権購入などを除いたエネルギー使用量（真水）は、１８.６３％削減となりました。

　２０１２年度は、前年度と比較して電力使用量が８．０％削減（2010年度比、16.7％削減）となりましたが、ＣＯ２排出係数が前年に
比べて上昇したため、温室効果ガス排出量は増加しています。

クリーンバンクしがぎん
　役職員一人ひとりの環境意識を高めるとともに、透明度の高い情報開示に努め、心身ともに「クリーンバンクしがぎん」の実現を
目指しています。

環境方針
　当行は、「未来からの預かりもの」である琵琶湖を擁する滋賀
県の地元銀行として、「環境金融」の更なる充実により、持続可
能な社会づくりに貢献するとの使命を再認識し、「お金の流れ
で地球環境を守る」との気概で、「地球温暖化防止」ならびに
「生物多様性保全」に向けた取り組みの実現に努めてまいります。

ＩＳＯ１４００１の取り組み
　２０００年にＩＳＯ１４００１を認証取得してから１４年間、「環境経営」「環境金融」の実践のため、滋賀銀行独自の環境マネジメントシステ
ムを運用してまいりました。省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」と、銀行の本業を通じて環境保全に貢献する「環境対応型
金融商品・サービスの提供」を環境マネジメントシステムに組み込み、スパイラルアップに努めています。

　当行は、２０１３年１０月に創立８０周年を迎えます。これも、ひと
えに地域の皆さまのご支援の賜物と感謝申し上げます。
　当行の使命は、地域社会の未来を見据えた銀行経営を通じ
て、ＣＳＲ憲章に掲げる「共存共栄」を実現することです。これから
の１０年を展望したあるべき姿を「お客さま・地域とともに未来
へ歩む銀行」として、今後３年間（２０１３年４月～２０１５年３月）を
「第５次長期経営計画」として挑みます。

３つのブランド戦略
　当行は、第５次長期経営計画の中で「知恵と親切の提供～
３つのブランド戦略の深化～」を基本戦略の一つに掲げ、お客
さまにあったソリューションを提供できる金融サービス業の実
現に向けた取り組みを進めています。

生物多様性保全方針
　当行は、多彩ないのちを育む世界有数の古代湖・琵琶湖畔に
本拠を置く企業の社会的使命として、経営に環境を取り込んだ
「環境経営」を実践し、地域の皆さまとともに「地球の恵み」であ
る生物多様性の保全、更には持続可能な社会の実現に努めて
まいります。

当行は、「環境方針」、「生物多様性保全方針」のもと、環境経営を主軸としたＣＳＲを追求し、
心身ともに「クリーンバンクしがぎん」の実践に努めています。

「クリーンバンクしがぎん」を目指して

省資源・省エネルギーの「エコオフィスづくり」1 「環境対応型金融商品・サービスの開発、提供」による
地域への環境保全活動への働きかけ

3 倫理観の強い行員づくり
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透明度の高い情報開示4

「クリーン」に込めた４つの思い（1999年に宣言）

省資源・省エネルギー活動
金融サービスを通じた環境保全
環境関連法規等の順守
全員参加と啓発
環境方針の公開
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サービスの提供
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エコオフィスづくり
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ＣＯ2削減率
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ＣＯ2削減量合計
1,637.65ｔ

6.72ｔ
5.28ｔ

3,834.42ｔ

50.20ｔ
339.23ｔ
1,795.33ｔ

取り組み内容
電力、ガス、水道、ガソリン等のエネルギー使用量の削減

環境ボランティアによる植樹

公用車の環境対応車への切替

①ＰＬＢ・エコクリーン資金等による環境対応車購入資金の実行

②エコ＆耐震住宅ローン等による太陽光発電システム導入資金の実行

③「カーボンオフセット定期預金未来の種」による排出権の購入

取り組み項目
エネルギー使用量の削減

植樹活動

自社車輌の環境対応車への切替

本業を通じたＣＯ2の削減

※2011年度のCO₂排出係数を使用
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温室効果ガス排出量の推移

環境マネジメントシステムの考え方
環境マネジメント組織図

電力使用量の推移
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ネットワークのしがぎん

アジアに強いしがぎん

ＣＳＲのしがぎん
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環境管理責任者

各部室

ＣＳＲ委員会
ＩＳＯ事務局

関連会社

内部監査チーム

商品担当アドバイザー
法務担当アドバイザー

なお、２０１２年度においても環境に関する法令違反はございませんでした。

～お客さまと地域の持続可能な成長のために～

第5次長期経営計画

基本
ビジョン

挑戦指標
（環境関係）

お客さま・地域とともに未来へ歩む銀行

温室効果ガス排出量20％削減
（2013年度から2015年度の3年間平均で2006年度比較）

Webで
チェック！

地球温暖化防止 生物多様性保全

Webで
チェック！

3年平均で18.63％削減 電力使用量は前年度比8.0％、2010年度比16.7％削減
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